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研究成果の概要（和文）： 

協同問題解決場面において，異なる視点を有する少数派が視点取得にどのような影響を及ぼす

のかを検討した．検討に際して，特定の側面に固着しやすくなる規則発見課題（林・三輪・森

田，2007）を題材とし，その課題に準ずるマルチエージェントを搭載した実験プラットホーム

を構築した．エージェントは，人間の仮想的な協同相手（さくら）を演じ，問題解決者とは異

なる視点で情報提供を行う．集団実験を実施した結果，異なる視点に立った少数派メンバーの

存在が，視点固着を緩和する上で有効となることが示唆された． 

 
研究成果の概要（英文）： 
This study investigates the influence of minority perspectives on collaborative problem 
solving performance. To a team of problem solvers, we introduce a simple reasoning task 
designed to induce a different perspective in one of the team members (Hayashi, Miwa 
and Morita, 2007). The team then uses a custom chat application to exchange views and 
suggestions. Results show that the presence of a minority perspective tends to reduce 
self-consciousness and fixation towards a particular perspective.  
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１．研究開始当初の背景 
本研究では，パラダイムシフトに代表される
ように，通説を覆すような革新的な視点や考
え方が生まれる現象について認知科学的な
アプローチにより検討する．特にこれまで社
会心理学の領域で注目されてきた「少数派効
果」に注目し，協同問題解決において異なる
視点を有する少数派の視点が多数派の視点
変容にどのような認知プロセスが関係して

いるのかについて実験的に検討する． 
 
２．研究の目的 
ここでは，集団による協同問題解決において
問題解決者の多数派が問題のある側面に固
着している状況を扱う．そして，問題解決者
の多数派が異なる視点を有する少数派の意
見提示によって視点変容がどのように影響
を受けるのかを検討することを目的とする．  
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３．研究の方法 
本研究の目標を達成するため，(1) 申請者が
先行研究で考案した協同問題解決課題（林・
三輪・森田，2007）と(2) その課題に準じて
応答するエージェント(林・三輪，2008)をマ
ルチエージェント化し，実験のプラットホー
ムを構築した． 
実験課題は，図 1に示されるような画像（白
と黒の閉面積の複数のオブジェクトから構
成）が連続提示され，実験参加者はその画像
に存在する白と黒の両方のオブジェクト数
の規則性を発見することが求められる． 

 
図 1．オブジェクトの実験刺激 

 
図 2 に示すように，この刺激を背景が黒の領
域に提示するとゲシュタルト心理学の図地
反転の原理に基づいて白のオブジェクトが
「図」，黒のオブジェクトが「地」という見
えが作られる．このように，背景を変えるこ
とで，特定の視点（白）に偏ってオブジェク
トが見える状況が作られる．  
 
 

図 2．画像の提示例 

 
さらに，図 3に示されるように複数の対話エ
ージェントを用いることで仮想的に集団に
よる協同問題解決が行われる状況が設定さ
れる．対話エージェントは，実際の人間の替
わり（さくら）となり，特定の視点（白のオ
ブジェクト）に偏って発言を行うように操作
される．このように問題解決者は，特定の視
点に偏った集団と一緒に問題解決を行う場
面が作られる． 
 
 

図 3．複数の対話エージェントを用いた仮想
実験の例 
 
４．研究成果 
(1)平成 23 年度は，まず対話エージェントの
構築のための予備実験を行い，対話エージェ
ントの実装に必要な発話データを収集した．
次に複数の対話エージェントが実験課題の
内容に即して自律的に発話を行うマルチエ
ージェントシステムを開発した．本システム
は，プロダクションルールの推論機構が搭載
されており，図 4に示すようなサーバクライ
アント型のコミュニケーションシステムと
して設計された（詳しくは，林・小川(2012)
を参照）． 

 
図 4．実験プラットホーム 

 
(2)平成 24 年度は，本システムを用いて，協
同問題解決における視点固着時における少
数派の影響について実験的な検討を行った．
実験条件として，①全員が特定の視点に固着
している条件(6:0 条件)，②異なる視点に立
つメンバーがいる条件(5:1 条件)，③半数の
メンバーが異なる視点に立っている条件
(3:3 条件)を設定した．集団実験を実施した
結果，5:1 条件では，6:0 条件および 3:3 条
件よりも固着視点とは異なる視点で発話が
行われることが示唆された(Hayashi, 2012)．
さらに，本実験の結果から，他者視点の取得
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を成功させるには，他者からの信頼度の知覚
が大きく影響している可能性が示唆された．
この点に関して詳細に検討するために，仮説
検証的に次の実験を実施した．具体的には，
異なる視点を有する相手から，問題解決者に
対する信頼度のフィードバックを受けられ
る状況を設定し，視点取得の達成度を検討し
た．具体的には，①信頼度フィードバックな
し条件，②信頼度フィードバックあり(ネガ
ティブ)条件，③信頼度フィードバックあり
(ポジティブ)条件の 3条件を設定し，比較検
討した．集団実験を実施した結果，異なる視
点を有する他者から得られるポジティブな
信頼感の知覚が視点取得の促進に関与して
いることを明らかになった (Hayashi, 
2013)． 
 本研究で得られた成果により，協同問題解
決における視点固着の緩和方法について新
たな示唆を得ることが出来た．また，本手法
を用いることで，これまでの手法では統制が
困難だったグループ内のメンバーの発言内
容やそれによって生じるグループのダイナ
ミックスを詳細に検討する手法を提案した．
これは，協同問題解決を扱う研究領域に対し
て重要な示唆を与えたといえる．今後も継続
的に本手法を用いて，まだ解明されていない
協同問題解決の視点変容のプロセスを検討
していきたい．そして，パラダイムのシフト
に代表されるような創発的な現象の解明に
向けて取り組む予定である． 
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